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1 はじめに 

CERNで行われているATLAS実験の参加機関所属の事務
職員として，CERN現地にて，事務部門の派遣研修の任にあ
たりました。2023年 3月末に日本に帰国しましたので，簡
単ではありますが，滞在報告をさせていただきます。 
当初の任期は 2021年 4月から 2023年 3月の 2年間でし
たが，前半のほぼ 1 年はコロナ禍のため渡欧ができず，テ
レワークで派遣者としての仕事を日本から行いました。その

ため，現地滞在は 2022年の 3月から 2023年の 3月まで，
13か月間となりました。 
簡単に当派遣研修制度の説明をします。当派遣研修の実

施要項に記載されている目的によると，本制度は，「我が国

の加速器科学分野における国際関連業務を遂行する上で必

要となる広い識見と高度の事務能力を備えた人材の育成を

図り，事務レベルにおいても CERN との協力を一層強化す
ること」を目的としています。具体的には，CERN-KEK間
のやり取りの仲介，日本からの来訪者への対応やサポート，

CERNサマースチューデントプログラムの支援，ATLASグ
ループ等の現地での物品調達・契約等の補助，欧州及び

CERN の動向調査等の業務にあたっています。任期は 2 年
で，LHC完成のころから 20年以上発展しながら連綿と続い
ている制度です。この制度を利用してこれまで 11人の事務
職員が派遣されており，私は12代目の派遣者となりました。
CERN内で派遣者が使えるオフィスは Building 40という建
物の 4階（日本での 5階相当）にあり，巨大な吹き抜けを
見下ろすいい眺望があるオフィスです。ATLAS関係者にとっ
ては，Spokesperson等 ATLASのリーダーたちの部屋が並ぶ
エリア，といえばおなじみでしょう。 
また，CERNと KEKは将来の加速器プロジェクト及び関

連する科学事業に向けた共通の課題を追求するために 2014
年から互いに分室を設けており，KEKは CERNに分室を有

しています。派遣職員は，当該分室員としての機能も兼ね，

その維持管理にもあたっています。分室は，CERN Meyrinサ
イト内，Building 18という建物の 3階（日本での 4階相当）
にあります。Satignyという CERN 南側の敷地に広がるブド

ウ畑とジュラ山系を一望する素晴らしい立地に位置してい

ます。ただ，建物は古く，雨漏りとの格闘に励む（？）時も

ありました。 
事務職員にとっては，海外に長期滞在して，国際機関であ

る CERNの中に身を置いて仕事ができるとても貴重な機会

になっています。なお，現在は私の後任の橋本優が着任して

おります。CERNを訪問の際は，ぜひ訪ねてみてください。

分室のメールアドレスは，KEKOffice-cern[at]ml.post.kek.jpで
す。 

 

2 事務職員が見た CERN 

 私自身は実は 2017年に短期間 CERNを訪問しており，管

理部門でどのようなシステムが動いているのか，どのような

部署があるのか等おおよそのイメージを持った状態での滞

在開始となりました。私の前任が COVID-19 パンデミック

の影響で 2020年 3月に緊急帰国して以来，ちょうど 2年の
現地滞在職員の不在期間があったのですが，現地引継ぎが

なくてもスムーズに再立ち上げができたのは以前の訪問に

よるところが大きく，幸運でした。そして，長期間の滞在は

初めてであり，当然のことながらその時とは範囲も分厚さも

異なる経験ができました。 
 COVID-19 パンデミック，戦争，エネルギー危機といった

世界的大事象への対応は，CERN も応分の対応を余儀なく

されたわけですが，そのあたりの話は社会情勢と絡めて第３

節に譲るとします。この節では，CERNで日常的に勤務する

にあたって感じた彼我の違いといったところに主眼を置い

図 1 Building 18 に所在する KEK 分室の様子。 
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て，一事務職員が CERNで 1年間をÐ�して感じたD象な

どを記していきたいとfいます。 
 CERNで勤務して�初にÝくのは，おそろしく業務がシス

テム化，オンライン化されており，SSO（シングルサインオ

ン）で初見でもわかりやすいイン�ーフェースをも	あら�

るシステムにアク�スでき，UO的な業務であればメールの

やり取りなしでRくの事�がÎ�でいくことです。qÃが必

要な事�に係る¢Ç・�¼に	いてもシステム上で完¯しま

す。COVID-19 パンデミックの¯�，世界中でテレワークと

いう·lが広がりましたが，d来からこのような高度にシス

テム化されている体制をとっていた CERNでは，COVID-19
パンデミックによる強制的なテレワークへの 行も相対的

にW}だったのではないかとwYできます。日本の研¤機関

に勤務している感½だと，テレワークは（実験の現P4業が

ある人は?として）研¤者にとってH能なもので，事務職員

には�も不向きなものであるというのが現実だとfいます。

CERN での�Tを見ていると，感�対§レベルがc�に´

和されるにしたがって研¤者はRく現Pにnってきました

が，むしろ事務職員のテレワーク�は高いままでした。ここ

は"ンコ・«{化をなかなかやめられない日本との対�が際

立っていました。ただし，それは必ずしも:Ú的にうらやま

しいというわけではなく，たとえば，相Æ事があって�v話

したい職員の部屋に�らっと行ってもなかなかuまえられ

ないことが，派遣期間中通してのhみではありました。 
 主要な仕事の一	として，国及び地|;共M体のx�行

x関係者，研¤機関，加速器科学r»に関連する/業やI

£�間M体等からの来訪者の対応とその�備というのがt

げられます。これは，来訪者の\望する部署とのÚ会やイン

�$ューの�ッティング，サイト�アーのoÒ，そして9�

やX�など必要な事務o続きという，主に３	の要素から

成り立っています。Ú会やイン�$ューの設Uは，来訪者か

らどのような人と会いたいのかの ーズを¸き，CERNのス
�ッフにアポを取り，対Úで日時の�5とト%ックのすりJ

わせを行います。 ーズをくみ取ったうえで，ºÄでそれを

できるだけ��に1えて調yしなければならないところに，

なかなかKわうことのできない"ードルがあります。しか

し，�備や当日の×行のÐ¡を経て，いろいろなト%ックに

	いて，よりÂ­な情報に¾れることができるのはeØい経

験です。 
 サイト�アーでは，�アーをpう部署と調yして，CERN
側が来訪者向けに設Uしている見学スポットを訪問する�

備を行います。なかでも，CERN �初の加速器であるシンク

ロサイクロトロンの実物をスクリーンとした，CERNの�史

を紹介するプロジェクションマッ%ングはインパクト抜群の

 
１https://home.cern/science/accelerators/synchrocyclotron 
２https://www.tripadvisor.jp/Attraction_Review-g188057-
d242814-Reviews-CERN-Geneva.html 

訪問必須スポットです１。時には CERN Meyrinサイトや AT-
LAS検出器の真反対にある CMS検出器まで，10 km以上車
を運転して�案内することもあります。LHCの周長は山o

線一周の距離に匹敵するほどなので，山o線の真反対側に

 動するイメージに相当します。そのドライブ中も CERN
に関係する施設がI所に点在しており，実感を持ってCERN
（特に LHC）の規模の大きさを理解することになります。た
だ，このようなI所をめぐる�アーのoÒはとても混雑して

いるため意外と大変で，イン�$ューの日¡と�アーの空き

状況とを勘案しながらプログラムを組むのはパズルを解く

ような感½でした。 
ここで，簡単に CERNの広報活動に¾れますと，広報・

アウトリーチの質・量は圧倒されるものがあり，旅行情報サ

イト Tripad8isorのジュネーブの美»館・博物館ランキング

では，CERNの一般;開されているコンテン�（�アーや，

グローブでの展示物等）が 45件中 4 位にランクインしてい

るほどの人気です（執筆時点）２。しかし，課題として，キャ

パシティの限界で訪問\望のRくに応じられていないこと

（一般向け�アーは先着早い者勝ちで争奪戦状態，これに加

えて上述のようなス�ッフの案内によるプライベート�アー

があります。）と，展示施設等のP所が広い所内に散在して

しまっていることがtげられています。これを解消すること

を一	の目的として，Science �ate9ay計画の建設工事が今

まさに佳境を迎えています。これは，トラム CERN駅周辺
に，展示施設，講演用ホール，レストラン，ショップ等を集

約する大規模な開発計画です３。滞在中には 2023年夏�ろ

３ https://sciencegateway.cern/ 

図 � �������.�る�	���� ����
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完成�Uと¸いていましたが，その後 10月にオープンする
ことが�Uしたようです�。完成を見ることなく日本に帰国

してしまうことになったのはXzりですが，�以Í，CERN
のアウトリーチ施設と活動は大きく�変わりしてますます

Ý力的な訪問スポットになっていくこととfいます。 

� ��������に���
 

 ������1�のパンデミックとそこからの社会的な>W。そ

の�先のロシアによるウクライナ#�，戦争。規格外の�

o。私が�ーロッパに滞在した時期は，そ�なイレギュラー

が重なった�動の期間となりました。 
 2022年3月初kに渡欧した�イミングでは，まだスイス，

フランス�国で;共のPでのマスク着用が§務�けられて

いました。CERNのオフィスを初めて訪ねた際には，ATLAS
�rから�トルのアルコールとマスクをo渡されました。こ

のときは，CERN�自の COVID-19対§の LEVEL 3（4{
階中上から 2 �目に6しい_置）とされており，出勤が 

外pいでレストランはÌËされていました�。Q時の CERN
は[Y的なÜ車P不½状態なのですが，この時は'まって

いる車がほと�どない状態で，人はほと�ど見当たらず，

�ースト�ウンのような状態を目にしました。まさにコロナ

禍の�ーロッパにÍり立った�だという実感を強く感じま

した。フランスではÙØR9Rのためにワクチンパスポート

の<示が求められ，当時は有0なパス発行のためには 3 >
のワクチンv£が必要で，2>だけだった私はしばらく外Ø

ができず，立ち上げ時期のØ事は¬/しました。 
 しかし9国後 1 Ç間で CERN の対§レベルは LEVEL 2
（5,オンサイト勤務でマスクは状況によって着用§務），

さらに 1Ç間で LEVEL 1（ほぼQ時と;じ）と急�ースの

格下げとなり，その後一度もaりnしはなく，2023年 2月
にす�ての感�対§_置が制度�とbSされました。LEVEL 
1になったあとも前述の通りしばらくの間はRくの職員がテ

レワークをÈ]していたようで，��ろまではÜ車Pの余±

は常にありました。�以ÍはQ時の»わいが完:にnってき

たようなD象を持ちました。 
 このような感�対§´和の�れとは反� するように，ロ

シアによるウクライナ#�が2022年の中Xト%ックとなっ

ていきました。テレ$もラジオもほぼその話題で持ちきり

で，日�変わる戦況にt戦争の不Jを^えながら見Iるこ

としかできない緊U感がありました。国連の�ーロッパ本部

（i国際連�本部）はじめRくの国際機関が集まるジュネー

ブという?地�か，大規模反戦デ�が|日のように行われて

いましたし，国連そばの IHEID（国際開発研¤大学Ï）のK

 
� Science Gateway Inauguration https://in-
dico.cern.ch/event/1225335/ 
� CERN の COVID-19 $+。��
��の0/% ��- URL
�) https://hse.cern/covid-19-information 

のベランダにはウクライナ国hやQ和のマークのhが`げ

られるn«が広がっていました。 
 CERNでも，2022年 3月には，ロシアとベラルーシのp

いをめぐって大きなÇ·が�わされました。̄ �として，オ

ブ�ー
ーステー�スの'y，コラ�レーションへのf規参

加の'y，現行のプロジェクトにおけるロシアやベラルーシ

の科学コミュ ティの関係は当Ú維持という，®ち着くとこ

ろに®ち着いたかなというD象の¯·をみました。その後，

2024年に，現行の協力協UのqfをしないVで，ロシアな

らびにベラルーシとの協U上の協力関係が �する見Âみ

です��。 
 m�ろまでは反戦で�り上がり，対ロシアの制¼にもほと

�ど反対·がありませ�でしたが，時間がたってくると，エ

ネルギー"格の上lや物"高が重なり，;ウクライナ�れ;と
いう´¯が散見されるようになります。反戦デ�ほどのサイ

ズはないものの，反・対ロシア制¼デ�もI地で見られまし

た。 
なお，そのような大変な時期でも，パンデミックがLなく

とも一般O�ではÐ7のものという意識になり，2022年の
夏は 3 年ぶりの
�ンスに大�り上がりの�Tで，感��

や戦争のG在など感じさせないほどでした。©空Ô要に対応

するだけの人oの!¢が:く追い	かず，�ーロッパA内の

©空OP（特に空�でのo­物検査と9¶º物の"ンドリ

ング）が大混�にÐっていたことは，日本でも ュースに

なっていましたし，この時期に�ーロッパ出Uされた|のR

くが実際にNきÂまれたものとfいます。 
やはり物"高に�うフランスのストライキは�活の広範

囲に大きな影響を及ぼしました。一�大きな影響を9けた

 として，2022年��ろに�	リンの!¢£（物�）がマ

�して，フランスで�	リンがoに9らないという状況が�

じました。ジュネーブÄ辺であればスイスに¢~しに行ける

ので，¹Pには�い（スイスの�	リンはフランスより 1L
あたり 20-30)高い）ものの�とかなりますが，イルÞドÞ

フランス（パリ及びその周辺）等�地Aでは大混�だったよ

うです。（$人的にはs日本大Õ��後の日本の�	リンス

�ンドの×nをfい出しました。） 
エネルギー"格の上lは日本でも見られましたが，日本の

ように 20�とか，30�とか，そういう単位の話ではなく，国

によっては 2%，3%というス�ールの話です。当然のこと

ながら CERN は大きな影響を9け，年末の運転 �日の 2
Ç間の前倒しと，¨年の運転時間 2 .-�という�eが下

�https://international-relations.web.cern.ch/stakeholder-rela-
tions/states/Russian-Federation 
�https://www.swissinfo.ch/eng/sci-tech/cern-to-cut-research-
ties-with-russia-and-belarus/47683440 
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されました�。この�にエネルギー危機が日常�活で実感で

きる範囲としては，CERNでも自Hアパートでも，�ントラ

ル�ーティングのp\がTく設Uされました。*でも室内な

らßシャ�でÐ�せると¸いていましたが，実際は上着を着

てÐ�すことになりました。 
2022年は物"高で�活が圧Åされる不�がc�に社会に

°�していましたが，年が明けると，フランスのマクロンx

xが年Ê制度改革（支¢年齢の 2 年後ろ倒し）を打ち出し

て以来，/働組Jが�反発し，異 の大規模・長期間にわた

るデ�やストライキが発�し，執筆時現在もe続的に続いて

います	。年が明けてからのフランスの都O圏�通，SNC�
（フランス国鉄）や Air �ranceの�れは，領事館からのJ:

情報メールのÒ信頻度が異常に高い状況からも感じました。 
 この人�において今後経験するかわからないレベルの�

動の�ーロッパに身を置いて�活したこと，目撃したこと

は，必然的にアウトサイダー的な立Pから日本社会のY質

や特質を考えることになりました。その¯�，再Ã識したこ

とからfたにÃ識したことまで数Rありますが，この話を始

めると際限がなくなるので，またの機会に…。 
 
� �� 
 この感��，戦争という世界規模の大変動がÎ行する大

変な時期に送り出していただいたKEK，特に日野宏江（前）
課長，丹�久美T課長，野村恭T係長はじめ国際/画課の

皆�からは，渡©後もきめ­やかな�アとサポートをいただ

きました。また，ATLAS の経理事務という仕事のY質上，

KEK 内外問わずRくの ATLAS の教員の|�とのやり取り

が�じました。これに加えて，現地では，お忙しい中，サイ

ト�アーの�イドも数Rく引き9けてくださり，派遣研修業

務を遂行するうえでなくてはならない�協力をいただきま

した。 
CERN側の�ウン�ーパートであり上長でもあった Inter-

national Relations - Non-mem&er States担当 Headの Emmanuel 
Tsesmelis氏，ATLAS Resource Coordinatorの Da8id �rancis氏
は現地でRくのリクエストや調yのお願いをすることにな

りましたが，都度優しく丁寧に�対応いただきました。そし

て，仕事Úや�活Úの­かなお願いや質問にも丁寧に応え

てくださった Staffや Secretaryの皆�は，I部署あわせると

20人以上になります。 
 仕事Úで関係のあった|�のほか，オフでの�Ä所さ�と

の�きJい，支えJいも重要でした。;時期にr»部門の派

遣者であった KEK 素t研の亀���氏と，ATLAS に参加
されている九州大学の音野瑛俊助教は家も非常にÄく，�

家族とも��がありました。単身赴任の身として非常にX

強い関係でした。 

 
� https://home.cern/news/news/cern/cern-implement-addi-
tional-energy-saving-measures-2022-2023 

�後に，CERN の理事会の諮問機関として機能する

Scientific �olicy Committee �S�C�の委員に就任されている山

本明名誉教授とは，先�の滞在中，;じ居室で時間をÐ�さ

せていただきました。その間，Rくの CERN関係者を�紹

介いただいたり，
ラエティに富むお話をさせていただき，

Rくのeがたい	ながりや知見をeることができました。 
お世話になった皆�にこのPを借りて感謝申し上げます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

	 https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-03-
24/RS0568T0AFB601 

図 � Building �� の���	*, 
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